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熊本地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます 
令和 8年 7月 28日午後 4時 27分に発生しました令和 8年熊本地震により被災 

された皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧を心よりお 

祈りいたします。 

平成 28年の熊本地震から１０年が経ち、生きているうちに２度目の地震で被災 

するとは誰もが予想をしなかったことと思います。菊陽町でも地震により、被害に 

遭われた人もいるかと思うと心が痛みます。ご家族やご親戚等に震災で命 

を亡くされた方もおられましたらお悔やみ申し上げます。 

前期後半がはじまりました！ ～一日一日を大切に～ 
今年の夏は猛暑日が多く、令和８年熊本地震により当たり前と思っていた平穏な日常が一変し

た夏休みでしたが、校舎の破損箇所の修復工事を行い、2年生教室は 6組教室を他の教室と入れ

替え、なんとか安心して校舎を使えるようにしまして本日を迎えることができました。この夏に

不安な日々を過ごした生徒の皆さんには、学校で過ごせる喜びを感じて頂きたいと思います。 

激震災害により、被害に遭われた宇城市や氷川町等の方々の思いを察して外出することをひか

えたり、旅行やお盆の里帰りを中止にされたりしたご家庭もあったことかと存じます。学校では

地震発生の翌日には、町教育委員会や町の設備施設課の方々に来てもらいまして、学校を予定通

りに夏休み明けから再開できるかなど点検をしていただきました。お盆過ぎには、工事も入って

いただき危険箇所の修復が済んでいます。生徒の皆さんに学びが保障できるようにと、菊陽町行

政の方々には大変お世話になっています。前期後半も、皆さんの学びができるように頑張って修

復していただきました人達の思いを感じながら、校舎を大切に使用するように心掛け、一日一日

を大切に過ごしながら、皆さんの学校生活が充実し、夢が叶うように取り組んでいきましょう。 

また、部活動では九州大会や全国大会、吹奏楽コンクール九州大会初出場と忙しかった夏休み

でしたが大きな事故の連絡もなく、皆さんが元気に登校してくれましたことに安堵しています。 
部活動（陸上・空手・体操・吹奏楽）九州・全国大会で活躍 
今年の夏は、本校の生徒が九州・全国大会にたくさん出場しています。 

結果につきましては新聞や安全安心メールで紹介されています。 

高いレベルの選手が出場する九州や全国大会で、武中の生徒は臆するこ 

となく、出場できる喜びを感じながら頑張っていました。 

特に吹奏楽部は、県のコンクールで金賞を受賞し、武蔵ヶ丘中としては 

初めて県代表として九州大会に出場しています。県立劇場で演奏中、天国 

にいる友だち（なかま）も来てくれたように感じ、聞く人の魂に響く演奏とな 

るように後押ししてくれていると思えたことが何度もあり、涙がこみ上げてきました。 

菊陽町中学生議会で菊陽町の未来について提案！ 
令和 8年 8月 5日（水）に、菊陽町役場 3階の議場で今年度の子ども議会 

(中学生議会)が開催されました。本校からは、「①学習スペースの設置、②地域 

の花植え・ごみ箱の設置・公園への時計台の設置、③外国人向けのデジタルマ 

ップサイトの導入、④国際交流会館またはワールドカフェの設置」の４点を一般 

質問しています。議会後、𠮷本町長や福島議長からたくさんのお褒めの言葉をいただきました。 

保護者の皆様へ 

今年は部活動の活躍が目覚ましく、肥後銀行武蔵ヶ丘支店に横断幕を張ることを快く了承していた

だきました。いよいよ３年生は、夏休み明けから高校入試へ向けて学習が進められていきます。保護者

の皆様には、夢に向かって「頑張りなさい。」と、背中を押していただきますようお願いします。 
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ガーベラ : 花言葉「希望」 
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